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金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
と
童
謡
に
み
る
仏
教
生
命
観 

　
　
―
『
南
京
玉
』「
大
漁
」「
お
仏
壇
」
の
意
義

鍋

島

直

樹

序

　

仏
教
の
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
と
は
ど
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
な
の
だ
ろ
う
か
。
童
謡
詩
人
の
金
子
み
す
ゞ
（
一
九
〇
三
～
一
九
三
〇 

本

名
テ
ル
）
の
詩
は
、
み
す
ゞ
の
没
後
五
四
年
後
の
一
九
八
四
年
に
、
上
山
正
祐
、
矢
崎
節
夫
、
大
村
祐
子
ら
の
努
力
に
よ
り
『
金
子
み

す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
）
と
し
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。
出
版
を
縁
と
し
て
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
は
蘇
え
り
、
世
界
中
の
人
々
に

愛
さ
れ
、
仏
教
的
死
生
観
と
生
命
観
を
深
く
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

金
子
み
す
ゞ
は
、
一
九
〇
三
年
、
山
口
県
大
津
郡
仙
崎
村
に
生
ま
れ
た
。
父
は
み
す
ゞ
が
二
歳
の
時
に
亡
く
な
り
、
み
す
ゞ
が
三
歳
の

時
、
ま
だ
一
歳
の
弟
正
祐
は
、
下
関
に
あ
る
上
山
文
英
堂
の
店
主
、
上
山
松
蔵
と
フ
ジ
の
養
子
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仙
崎
の
金
子
家
は
、

祖
母
ウ
メ
、
母
ミ
チ
、
兄
堅
助
、
テ
ル
の
四
人
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
信
心
深
い
祖
母
ウ
メ
と
働
き
者
の
母
ミ
チ
が
見
守
る
中
で
、
み

す
ゞ
は
明
る
く
育
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
下
関
の
上
山
文
英
堂
の
後
押
し
で
、
仙
崎
で
金
子
文
英
堂
を
開
業
し
た
。
一
九
二
三
年
、
み
す
ゞ

は
下
関
随
一
の
書
店
上
山
文
英
堂
の
支
店
で
働
き
始
め
た
。
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
み
す
ゞ
」
で
童
謡
を
書
き
、
雑
誌
に
投

稿
し
た
。
そ
れ
ら
の
詩
は
み
す
ゞ
が
二
十
歳
の
時
、
雑
誌
『
童
話
』
等
の
誌
上
で
西
條
八
十
に
認
め
ら
れ
、
彼
女
は
若
き
童
謡
詩
人
た
ち
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二

の
憧
れ
の
女
性
と
な
っ
て
い
っ
た
。
二
十
三
歳
で
結
婚
し
、
一
人
娘
ふ
さ
え
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
、
み
す
ゞ
は
、
夫
か
ら
詩
作
を
禁
じ

ら
れ
、
病
気
も
重
く
な
っ
た
。
二
十
六
歳
の
時
、
五
一
二
編
の
詩
を
三
冊
の
童
謡
集
に
清
書
し
、
娘
ふ
さ
え
の
話
す
言
葉
を
採
集
し
た

『
南
京
玉
』
を
書
い
た
。
一
九
三
〇
年
二
月
、
辛
い
生
活
の
の
ち
離
婚
し
た
。
娘
の
ふ
さ
え
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
夫
に
抗
い
、
三
通
の

遺
書
を
残
し
て
、
三
月
十
日
、
二
十
六
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

没
後
、
み
す
ゞ
の
作
品
は
埋
も
れ
て
い
た
が
、
矢
崎
節
夫
が
そ
の
学
生
時
代
に
「
大
漁
」
と
い
う
た
だ
一
編
の
童
謡
に
感
動
し
、
み

す
ゞ
の
作
品
を
探
し
つ
づ
け
た
。
つ
い
に
十
六
年
後
、
弟
の
上
山
正
祐
（
ぺ
ー
ン
ネ
ー
ム
雅
輔
）
が
大
切
に
保
管
し
て
い
た
み
ず
ヾ
の
遺

稿
集
・
三
冊
の
手
帳
が
一
九
八
二
年
に
見
つ
か
り
、
正
祐
か
ら
矢
崎
節
夫
に
託
さ
れ
た
。
そ
の
三
冊
の
手
帳
に
は
、
五
一
二
編
も
の
み

す
ゞ
の
作
品
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
遺
稿
集
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
の
大
村
祐
子
代
表
ら
の
熱
意
に
よ
り
、『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』、
選
集
や

童
謡
画
集
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
金
子
み
す
ゞ
の
詩
は
、
日
本
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
、
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
、
世
界
の
人
々

に
愛
読
さ
れ
て
い
る
。
金
子
み
す
ゞ
の
童
謡
に
込
め
ら
れ
た
仏
教
的
死
生
観
と
生
命
観
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
二
〇
〇

七
年
六
月
二
十
五
日
、
長
門
市
立
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
の
矢
崎
節
夫
館
長
に
よ
る
特
別
講
義
「
あ
な
た
は
あ
な
た
で
い
い
の
―
う
れ
し
い

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
ま
な
ざ
し⑴
」
を
龍
谷
大
学
顕
真
館
で
聞
い
て
深
く
感
動
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
特
別
講
義
で
は
、「
蜂
と
神
さ

ま
」「
大
漁
」「
こ
だ
ま
で
し
ょ
う
か
」「
さ
び
し
い
と
き
」「
犬
」「
土
」「
積
っ
た
雪
」「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」「
こ
こ

ろ
」
の
作
品
の
意
味
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
矢
崎
館
長
は
、
そ
の
講
演
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
達
が
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
世

界
に
触
れ
て
笑
顔
に
な
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
達
が
日
本
語
で
「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」
を
元
気
に
楽
し
く
朗
読
す
る
音
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
っ
た
。
こ
の
矢
崎
館
長
の
特
別
講
義
を
縁
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
〇
一
二
年
一
月
三
一
日
ま
で
、
文
部
科
学

省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
の
龍
谷
大
学
人
間･

科
学･
宗
教
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、『
金
子

み
す
　ゞ

い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
―
「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」』
展
を
龍
谷
大
学
至
心
館
パ
ド
マ
で
開
催
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
図
録
『
金

子
み
す
　ゞ

い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
―
「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」』
を
出
版
し
た
。
そ
の
展
示
に
あ
た
り
、
金
子
み
す
ゞ
著
作
保
存
会
、
金
子
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三

み
す
ゞ
記
念
館　

矢
崎
節
夫
館
長
、
草
場
睦
弘
主
任
、
金
子
み
す
ゞ
顕
彰
会
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
、
国
際
児
童

文
学
館
、
山
口
県
長
門
市
、
下
関
市
の
有
縁
の
皆
様
、
特
段
の
協
力
と
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
本
論
は
、
そ
の
感
謝
を
込
め
て
、
金
子
み

す
ゞ
の
仏
教
生
命
観
の
意
義
を
、
彼
女
の
生
涯
と
作
品
考
察
、
お
よ
び
彼
女
の
生
ま
れ
育
っ
た
山
口
県
仙
崎
と
下
関
へ
の
訪
問
調
査
を
組

み
合
わ
せ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
と
作
品
の
先
行
研
究
で
あ
り
、
み
す
ゞ
の
弟
、
上
山
正
祐
や
み
す
ゞ
の
家
族
縁
者
と
の
面
接
、
出
版

物
や
手
紙
の
実
証
的
な
調
査
を
基
に
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
矢
崎
節
夫
著
『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、
第
二

十
刷
、
二
〇
一
二
年
）
に
学
び
、
第
一
に
、
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
と
作
品
を
仏
教
的
な
環
境
に
注
目
し
な
が
ら
ふ
り
か
え
る
。
特
に
、
み

す
ゞ
が
二
十
六
歳
で
自
殺
し
た
気
持
ち
に
心
を
寄
せ
て
理
解
し
た
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
女
の
没
後
、
み
す
ゞ
の
一
人
娘
の
ふ
さ
え
に
、

母
の
愛
情
が
『
南
京
玉
』
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
金
子
み
ず
ヾ
の
自

殺
に
至
っ
た
心
理
分
析
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
自
殺
と
い
う
悲
し
み
に
込
め
ら
れ
た
み
す
ゞ
の
愛
情
と
、
娘
ふ
さ
え
に
死
を
超
え
て
受

け
継
が
れ
て
い
っ
た
母
の
愛
情
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
上
村
ふ
さ
え
に
筆
者
が
思
い
が
け
ず
会
え
て
、
彼
女
の
母
み
す
ゞ

へ
の
思
い
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
紹
介
す
る
。
第
二
に
、
金
子
み
す
ゞ
の
童
謡
作
品
「
大
漁
」「
お
魚
」「
鯨
法
会
」「
報
恩
講
」

「
お
仏
壇
」
を
紹
介
し
て
、
み
す
ゞ
の
仏
教
生
命
観
を
考
察
す
る
。
本
論
で
は
、
み
す
ゞ
ゆ
か
り
の
山
口
県
仙
崎
の
寺
院
や
史
跡
、
金
子

み
す
ゞ
記
念
館
へ
の
訪
問
調
査
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
み
す
ゞ
の
詩
に
こ
め
ら
れ
た
真
意
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
み
す
ゞ
の
仏
教
的
死
生
観
と

生
命
観
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

金
子
み
す
ゞ
の
生
涯　

自
殺
の
背
景
に
心
を
寄
せ
て

　

金
子
み
す
ゞ
（
一
九
〇
三
～
一
九
三
〇　

本
名
テ
ル
）
は
、
矢
崎
節
夫
著
『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯⑵
』
に
よ
る
と
、
一
九
〇
三

年
（
明
治
三
六
）
四
月
十
一
日
、
山
口
県
大
津
郡
仙
崎
村
（
現
在
の
長
門
市
仙
崎
）
の
地
で
、
父
、
金
子
庄
之
助
、
母
ミ
チ
の
長
女
と
し
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四

て
誕
生
し
た
。
み
す
ゞ
に
は
、
二
歳
年
上
の
兄
堅
助
と
、
二
歳
年
下
の
弟
正
祐
が
い
た
。
み
す
ゞ
の
二
歳
の
頃
、
父
は
上
山
文
英
堂
清
国

営
口
支
店
の
支
店
長
と
し
て
遠
く
海
外
に
渡
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
二
月
十
日
、
み
す
ゞ
が
ま
だ
二
歳
の
時
に
、

み
す
ゞ
の
父
、
庄
之
助
は
そ
の
清
国
営
口
で
亡
く
な
っ
た
。
父
の
亡
き
後
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
一
月
十
九
日
、
み
す
ゞ
が
三
歳

の
時
、
ま
だ
一
歳
の
弟
正
祐
は
、
下
関
に
あ
る
上
山
文
英
堂
の
店
主
、
上
山
松
蔵
と
フ
ジ
の
養
子
と
な
り
、
も
ら
わ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う

し
て
仙
崎
の
金
子
家
は
、
祖
母
ウ
メ
、
母
ミ
チ
、
兄
堅
助
、
テ
ル
の
四
人
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
信
仰
心
の
篤
い
祖
母
ウ
メ
と
働
き
者
の

母
ミ
チ
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
、
み
す
ゞ
は
明
る
く
育
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
、
下
関
の
上
山
文
英
堂
の
後
押
し
で
、
金
子
家
は
生
計
を
た

て
な
お
す
た
め
に
、
仙
崎
で
唯
一
の
書
店
、
金
子
文
英
堂
を
開
業
し
た
。
金
子
み
す
ゞ
は
、
瀬
戸
崎
尋
常
小
学
校
、
郡
立
大
津
高
等
女
学

校
へ
と
進
ん
だ
。
小
学
校
時
代
、
み
す
ゞ
は
成
績
が
首
席
で
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
級
長
を
勤
め
た
。
高
等
女
学
校
の
時
代
、
み

す
ゞ
は
、
学
校
の
成
績
は
二
番
、
三
番
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
兄
の
堅
助
が
家
業
に
励
ん
で
く
れ
た
の
で
、
み
す
ゞ
は
高
等
女

学
校
で
勉
学
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
み
す
ゞ
は
仙
崎
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
。
げ
ん
げ
畑
、
か
た
ば

み
、
桃
、
山
ざ
く
ら
、
す
か
ん
ぽ
、
あ
さ
が
お
、
夕
顔
、
曼
珠
沙
華
、
芒
、
栗
、
ど
ん
ぐ
り
、
橙
、
蟻
、
繭
、
蚕
、
雀
、
か
も
め
、
鰮
、

鯨
、
金
魚
、
犬
、
土
、
露
、
草
、
空
、
海
、
雲
、
雪
、
星
、
月
な
ど
、
後
の
金
子
み
す
ゞ
の
作
品
に
う
た
わ
れ
る
生
き
物
や
自
然
へ
の
ま

な
ざ
し
が
、
こ
の
仙
崎
の
自
然
な
風
土
の
中
で
育
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る⑶
。
み
す
ゞ
が
十
六
歳
の
時
、
母
ミ
チ
は
、
上
山
松
蔵
と
再
婚
し
、

下
関
へ
移
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
弟
正
祐
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
た
だ
正
祐
は
ま
だ
堅
介
と
み
す
ゞ
が
実
の
兄
姉
で
あ
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
み
す
ゞ
と
正
祐
は
音
楽
や
文
学
に
つ
い
て
よ
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
み
す
ゞ
は
十
六
歳
の
時
、
大
津
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、

金
子
文
英
堂
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）、
み
す
ゞ
は
二
十
歳
の
時
、
下
関
随
一
の
書
店
上
山
文
英
堂
の
支
店
（
下
関
市
西
之
端
町
商
品
館
内
）
で
、

店
番
と
し
て
働
き
始
め
た
。
兄
の
堅
介
が
結
婚
し
、
仙
崎
の
金
子
文
英
堂
を
継
い
で
い
た
の
で
、
母
み
ち
が
み
す
ゞ
の
こ
と
を
配
慮
し
て

下
関
に
呼
び
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
下
関
に
移
り
住
む
直
前
に
、
み
す
ゞ
の
手
作
り
の
詩
集
『
こ
は
れ
た
ぴ
あ
の
』
を
親
友
の
田
辺
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五

豊
々
代
に
贈
っ
た
。
下
関
は
、
当
時
、
大
陸
と
貿
易
す
る
大
き
な
経
済
都
市
で
あ
っ
た
。
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
金
子
み

す
ゞ
」
で
童
謡
を
書
き
、
雑
誌
投
稿
を
始
め
た
。
二
十
歳
の
み
す
ゞ
が
書
い
た
詩
は
、
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
。
雑
誌
『
童
話
』
九
月
号
に

「
お
魚
」「
打
出
の
小
槌
」、『
婦
人
倶
楽
部
』
九
月
号
に
「
芝
居
小
屋
」、『
婦
人
画
報
』
九
月
号
に
「
お
と
む
ら
い
」、『
金
の
星
』
九
月

号
に
「
八
百
屋
の
お
鳩
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
み
す
ゞ
は
西
條
八
十
に
認
め
ら
れ
、
若
き
投
稿
詩
人
た
ち
の
憧
れ
の
星
と
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
四
月
十
八
日
、
西
條
八
十
が
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
。
一
方
、
正
祐
は
家
業
を
継
ぐ
心
が
定
ま
ら
ず
、
み
す
ゞ

を
実
の
姉
と
は
知
ら
ず
に
、
恋
心
を
い
だ
い
て
い
た
。
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
）
五
月
十
八
日
、
み
す
ゞ
が
二
十
一
歳
の
時
、
正
祐
は
、

徴
兵
検
査
の
通
知
に
よ
っ
て
、
上
山
松
蔵
が
自
分
の
養
父
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
年
、
み
す
ゞ
は
自
選
詩
集
『
琅
玕
集
』
を
始
め

る
。
こ
の
一
九
二
五
年
七
月
二
一
日
に
、
親
友
の
豊
々
代
が
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。
豊
々
代
は
、
み
す
ゞ
の
童
謡
の
よ
き
理
解
者
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
の
後
半
、
松
蔵
は
そ
う
し
た
こ
と
を
心
配
し
て
、
み
す
ゞ
に
、
上
山
文
英
堂
の
番
頭
候
補
と
の
結
婚
を
勧
め
た
。

　

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
一
月
六
日
、
正
祐
は
、
み
す
ゞ
の
結
婚
に
反
対
し
、
建
白
書
を
だ
し
た
。
同
年
二
月
一
日
、
正
祐
は
仙
崎

を
訪
問
し
、
翌
二
日
、
午
前
中
、
弟
の
正
祐
は
兄
の
堅
助
と
姉
の
み
す
ゞ
の
三
人
で
話
し
合
っ
た
。
午
後
、
三
上
山
の
麓
を
歩
き
な
が
ら
、

正
祐
と
み
す
ゞ
が
二
人
し
て
話
し
合
っ
た
。
正
祐
が
「
親
父
の
犠
牲
に
な
っ
て
結
婚
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
く
り
か
え
し
て
言
う
と
、

「
で
も
仕
方
が
な
い
の
」
と
、
み
す
ゞ
は
い
っ
た
。「
ほ
か
に
好
き
な
人
は
い
な
い
の
か
。
い
る
な
ら
、
そ
の
人
と
結
婚
す
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
」
と
正
祐
が
涙
を
流
し
て
談
判
す
る
と
、「
今
な
ら
、
い
る
」「
そ
の
人
は
、
黒
い
着
物
を
着
て
、
長
い
鎌
を
も
っ
た
人
な

の
」
と
み
す
ゞ
が
答
え
た
と
い
う⑷
。
そ
し
て
、
正
祐
は
思
い
切
っ
て
み
す
ゞ
に
尋
ね
た
。

「
テ
ル
ち
ゃ
ん
、
テ
ル
ち
ゃ
ん
と
僕
は
姉
弟
で
は
な
い
の
か
い
」

一
瞬
み
す
ゞ
は
正
祐
の
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
。
そ
し
て
、
こ
く
ん
と
う
な
ず
い
た⑸
。

　

み
す
ゞ
と
正
祐
が
姉
弟
で
あ
る
こ
と
を
、
み
す
ゞ
自
身
も
正
祐
に
認
め
た
の
で
あ
る
。
正
祐
は
後
に
な
っ
て
、

「
長
い
着
物
を
着
て
、
長
い
鎌
を
持
っ
た
人
と
い
う
の
が
死
神
だ
と
気
が
つ
い
た
の
は
、
金
子
の
家
に
戻
っ
て
か
ら
で
し
た
。
…
中
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略
…
自
分
を
な
く
し
て
も
、
ま
わ
り
が
幸
せ
な
ら
そ
れ
で
嬉
し
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
自
分
が
す
べ
き
こ
と
な
ら
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
て
生
き
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
ね⑹
」

と
回
想
し
て
い
る
。
一
九
二
六
年
二
月
二
六
日
、
み
す
ゞ
は
二
十
三
歳
の
時
、
上
山
文
英
堂
の
店
員
と
結
婚
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
第
一

童
謡
集
『
美
し
い
町
』
第
二
童
謡
集
『
空
の
か
あ
さ
ま
』
を
完
成
し
た
。
同
年
三
月
、
西
條
八
十
が
帰
国
し
た
。『
童
話
』
四
月
号
で

「
露
」
が
特
別
募
集
童
謡
入
選
第
一
席
を
と
っ
た
。
こ
の
頃
、
上
山
松
蔵
と
み
す
ゞ
の
夫
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
離
婚
の
話
が
出
た
。
し

か
し
、
み
す
ゞ
が
身
ご
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
離
婚
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
。
こ
の
一
九
二
六
年
七
月
に
、
童
謡
詩
人
会
編
『
日

本
童
謡
集
』
に
「
お
魚
」
と
「
大
漁
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
み
す
ゞ
は
童
謡
詩
人
会
へ
の
入
会
を
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
童
謡
詩
人
会
は
、
泉

鏡
花
、
小
川
未
明
、
北
原
白
秋
、
西
條
八
十
、
島
崎
藤
村
、
野
口
雨
情
、
与
謝
野
晶
子
な
ど
、
錚
々
た
る
作
家
や
詩
人
三
三
名
で
、
一
九

二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
発
足
し
た
会
で
あ
る
。
み
す
ゞ
は
与
謝
野
晶
子
に
次
ぐ
二
人
目
の
女
性
会
員
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
六
年
十
一
月
十
四
日
に
、
一
人
娘
ふ
さ
え
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
悲
し
い
出
来
事
が
つ
づ
い
た
。
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
八

月
十
二
日
、
み
す
ゞ
が
二
十
四
歳
の
時
、
祖
母
ウ
メ
が
亡
く
な
っ
た
。
同
年
秋
、
夫
は
食
料
玩
具
店
を
『
辰
巳
屋
』
の
屋
号
を
掲
げ
て
始

め
た
。
こ
の
頃
に
、
テ
ル
は
夫
か
ら
う
つ
さ
れ
た
淋
病
を
発
病
し
た
。
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
秋
、
み
す
ゞ
の
二
十
五
歳
の
時
、
夫
か

ら
詩
作
や
投
稿
仲
間
と
の
文
通
を
や
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
み
す
ゞ
は
二
十
六
歳
の
時
、
三
冊
の
童
謡
集
『
美
し
い
町
』『
空
の
か
あ

さ
ま
』『
さ
み
し
い
王
女
』
を
清
書
し
た
。
こ
れ
が
遺
稿
集
と
な
っ
た
。
こ
の
夏
、
み
す
ゞ
は
次
第
に
病
気
が
重
く
な
り
床
に
伏
す
よ
う

に
な
っ
た
。
夫
か
ら
う
つ
さ
れ
た
性
病
が
原
因
で
あ
っ
た
。
十
月
よ
り
、
娘
ふ
さ
え
の
言
葉
を
採
集
す
る
『
南
京
玉
』
を
書
き
始
め
た
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
二
月
、
み
す
ゞ
の
二
十
六
歳
の
時
、
夫
と
別
居
し
た
。
二
月
二
七
日
、
辛
い
生
活
の
後
に
、
正
式
に
離
婚
し
た
。

み
す
ゞ
は
娘
ふ
さ
え
を
自
分
の
手
で
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
別
れ
た
夫
か
ら
娘
を
引
き
渡
せ
と
い
う
要
求
が
き
た
。

親
権
は
、
そ
の
当
時
は
、
父
親
に
し
か
な
い
時
代
だ
っ
た
。
三
月
九
日
、
み
す
ゞ
は
三
好
写
真
館
に
写
真
を
撮
り
に
い
っ
た
。
桜
餅
を
た

く
さ
ん
食
べ
、
夕
食
後
、
ふ
さ
え
を
お
風
呂
に
入
れ
、
た
く
さ
ん
の
童
謡
を
歌
っ
た
。「
か
わ
い
い
顔
を
し
て
寝
ち
ょ
る
ね
え
」。
そ
れ
が
、



金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
と
童
謡
に
み
る
仏
教
生
命
観

金金（
鍋
島
）

七

母
ミ
チ
が
覚
え
て
い
る
み
す
ゞ
の
最
後
の
言
葉
と
な
っ
た
。
み
す
ゞ
は
娘
の
ふ
さ
え
を
引
き
離
そ
う
と
す
る
元
夫
に
抗
い
、
三
通
の
遺
書

を
書
き
、
写
真
の
預
け
証
を
枕
元
に
揃
え
て
置
い
て
、
薬
を
飲
ん
だ
。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
三
月
十
日
、
み
す
ゞ
は
上
山
文
英
堂
の

二
階
で
、
二
十
六
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
み
す
ゞ
の
書
き
残
し
た
三
通
の
遺
書
は
、
別
れ
た
夫
、
ミ
チ
と
松
蔵
、
正
祐
宛
に
宛
て
た

も
の
で
あ
っ
た
。
別
れ
た
夫
に
宛
て
た
遺
書
に
は
、「
あ
な
た
が
ふ
う
ち
ゃ
ん
を
ど
う
し
て
も
連
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ

は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
あ
な
た
が
ふ
う
ち
ゃ
ん
に
与
え
ら
れ
る
も
の
は
お
金
で
あ
っ
て
、
心
の
糧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
ふ
う

ち
ゃ
ん
を
心
の
豊
か
な
子
に
育
て
た
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
母
ミ
チ
に
あ
ず
け
て
ほ
し
い
の
で
す
」
と
あ
り⑺
、
み
す
ゞ
は
母
ミ
チ
に
娘
の

ふ
さ
え
を
ど
う
し
て
も
育
て
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
母
ミ
チ
と
松
蔵
に
宛
て
た
遺
書
に
は
、
先
立
つ
不
孝
を
詫
び
て
、「
主
人
と
私

と
は
気
性
が
あ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、
私
は
主
人
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
中
略
…
一
緒
に
い
る

こ
と
は
不
可
能
で
し
た
」「
く
れ
ぐ
れ
も
ふ
う
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」「
今
夜
の
月
の
よ
う
に
私
の
心
も
静
か
で
す
」
と

記
し
て
い
る⑻
。
み
す
ゞ
の
「
月
の
よ
う
に
私
の
心
も
静
か
で
す
」
と
い
う
文
章
に
は
、
み
す
ゞ
の
静
か
で
強
い
決
心
が
表
れ
、
み
す
ゞ
が

母
ミ
チ
に
娘
ふ
さ
え
の
養
育
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
安
心
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
弟
正
祐
に
は
、
三
冊
の
詩
集
を
託
し
、「
さ
ら
ば
、

我
等
の
選
手
、
勇
ま
し
く
往
け
」
と
エ
ー
ル
を
書
き
送
っ
た⑼
。
弟
正
祐
は
、
み
す
ゞ
の
童
謡
作
品
が
誌
上
に
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、
み

す
ゞ
の
詩
を
ほ
め
た
た
え
る
感
想
を
送
り
応
援
し
つ
づ
け
た
。
弟
正
祐
の
エ
ー
ル
は
み
す
ゞ
が
詩
を
書
き
つ
づ
け
る
力
と
な
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
こ
そ
み
す
ゞ
は
、
正
祐
の
道
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
み
す
ゞ
が
苦
悩
の
中
で
遺
書
を
書
き
、
命
を
か
け
て
守
っ
た
娘
ふ
さ
え
は
、

み
す
ゞ
の
母
ミ
チ
の
養
女
と
な
り
、
心
豊
か
に
育
て
ら
れ
た
。
金
子
み
す
ゞ
の
愛
情
は
、
や
が
て
娘
の
ふ
さ
え
に
伝
わ
り
、
孫
た
ち
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
。二

、
み
す
ゞ
の
娘
ふ
さ
え
の
悲
し
み
と
感
謝
―
母
と
の
絆
『
南
京
玉
』

　

金
子
み
す
ゞ
の
死
後
、
娘
の
ふ
さ
え
は
、
祖
母
ミ
チ
に
あ
た
た
か
く
育
て
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
ふ
さ
え
は
母
み
す
ゞ
の
い
な
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か
っ
た
こ
と
が
寂
し
か
っ
た
。
母
の
亡
き
後
、
娘
の
上
村
ふ
さ
え
は
ど
の
よ
う
に
し
て
母
親
の
愛
情
を
感
じ
取
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

娘
ふ
さ
え
は
母
を
亡
く
し
て
七
十
年
余
り
を
経
て
、
母
み
す
ゞ
が
三
歳
の
ふ
さ
え
の
言
葉
を
書
き
留
め
た
『
南
京
玉
』
を
二
〇
〇
三
年
に

出
版
し
た
。
そ
の
著
に
、
ふ
さ
え
は
「
母
と
の
絆
『
南
京
玉
』」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

お
母
さ
ん
、
な
ん
と
素
敵
な
響
き
を
持
っ
た
こ
と
ば
で
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
と
甘
え
た
記
憶
の
な
い
私
は
、
年
を
重
ね
て
余
計
そ

う
思
い
ま
す
。
死
別
し
て
七
十
余
年
の
歳
月
を
す
ぎ
て
、
母
と
娘
と
し
て
向
き
合
う
と
は
、
何
と
い
う
不
思
議
な
奇
跡
で
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
が
幼
い
私
の
言
葉
を
書
き
と
め
、『
南
京
玉
』
と
名
づ
け
た
手
帳
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
二
月
九
日
、
止
む
。
こ
の
ご
ろ
房
枝
わ
れ
と
遊
ば
ず
、
わ
れ
ま
た
も
の
う
き
事
多
く
し
て
、
一
語
を
も
録
せ
ざ
り
し
日
多
し
」

の
巻
末
の
言
葉
に
、
長
い
間
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
時
か
ら
、
西
條
八
十
先
生
の
お
弟
子
で
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
お
母
さ
ん
は
「
繭
と
お
墓
」
の
詩
の
よ
う
に
天
使
に
な
っ
て
、
空
の
か
な
た
に
飛
ん
で
行
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
十
五
歳
の
時
、
偶
然
に
も
遺
書
を
読
ん
で
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
や
は
り
お
母
さ
ん
は
、
愛
な
く
結
婚
し

子
ど
も
を
生
み
、
そ
し
て
私
は
捨
て
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
…
中
略
…
上
山
の
雅
輔
叔
父
さ
ん
が
、
大
切
に
持
っ
て
い
た
三

冊
の
詩
集
が
、「
大
漁
」
の
詩
に
感
動
し
て
、
み
す
ゞ
探
し
を
し
て
い
ら
し
た
矢
崎
節
夫
先
生
の
、
十
六
年
を
か
け
た
執
念
の
お
か

げ
で
、
世
に
出
て
二
十
年
近
く
た
ち
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
お
母
さ
ん
の
詩
は
驚
く
べ
き
早
さ
で
広
ま
り
、『
南
京

玉
』
も
大
変
意
味
あ
る
手
帳
と
な
り
ま
し
た
。
今
と
て
も
大
切
と
言
わ
れ
て
い
る
母
か
ら
子
へ
の
読
み
き
か
せ
を
し
て
い
た
こ
と
が
、

言
葉
の
ふ
し
ぶ
し
に
感
じ
ら
れ
て
、
お
母
さ
ん
が
私
に
愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
私
に
と
っ
て
、
大
切
な
心

の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
…
中
略
…
『
南
京
玉
』
は
私
の
人
生
観
を
大
き
く
変
え
て
、
お
母
さ
ん
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
て
良
か
っ
た

と
、
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
命
を
大
切
に
思
っ
て
、
道
連
れ
に
し
な
い
で
こ
の
世
に
残
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
娘
が
生

ま
れ
、
孫
二
人
に
命
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。
心
も
体
も
弱
か
っ
た
私
が
、
逞
し
く
生
き
ぬ
い
て
、
多
く
の
み
す
ゞ
大
好
き
な
素
晴
ら

し
い
方
々
と
、
お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
お
会
い
で
き
る
倖
せ
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
の
有
難
い
出
会
い
、
不
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思
議
な
え
に
し
を
、
大
切
に
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
…
中
略
…
や
が
て
私
も
お
仲
間
入
り
、
今
度
で
あ
っ
た
時
に
は
、

親
が
い
な
く
て
も
良
く
頑
張
っ
た
ね
と
誉
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
か⑽
。

　

ま
た
実
際
に
、
金
子
み
す
ゞ
の
娘
、
上
村
ふ
さ
え
が
書
い
た
次
の
よ
う
な
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
　
　

象

　

浜
圭
介
先
生
の
作
曲
さ
れ
た
歌
を
き
い
て
、
象
の
詩
を
記
憶
し
て
い
な
か
っ
た
私
の
心
に
、
み
す
ゞ
の
素
敵
な
詩
の
世
界
が
、
ま

た
新
し
い
広
が
り
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
み
す
ゞ
が
私
の
言
葉
を
書
き
と
め
て
残
し
て
く
れ
た
南
京

玉
の
中
に
、
私
の
コ
ト
バ
を
み
つ
け
ま
し
た
。「
ブ
ウ
チ
ャ
ン
モ
象
ガ
欲
シ
イ
ネ
、
オ
カ
ァ
チ
ャ
ン
ト
、
ブ
ウ
チ
ャ
ン
ト
、
象
ニ

ノ
ッ
テ
ユ
ク
ネ
、
ア
シ
タ
」

　

本
当
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
の
か
、
覚
え
て
な
い
し
、
三
歳
の
私
に
か
え
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

南
京
玉
の
お
蔭
で
、
大
き
な
母
の
愛
を
、
私
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
残
り
の
人
生
に
大
き
な
光
と
な
り
ま
し
た
。

今
度
会
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
、
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
み
が
え
ら
せ
て
く
だ
さ
っ
た
矢
崎
先
生
、
多
く
の
み
す
ゞ
大
好
き
な
方
々
に
、
感
謝
の
日
々
で
す
。
上
村
ふ
さ
え⑾

　

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
娘
ふ
さ
え
は
、
母
み
す
ゞ
の
自
殺
に
つ
い
て
、
幼
い
頃
は
寂
し
く
母
に
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、「
矢
崎
節
夫
先
生
の
十
六
年
を
か
け
た
執
念
の
お
か
げ
で
」、
み
す
ゞ
の
三
冊
の
詩
集
が
弟
の
上
山
正
祐
の
も
と
で
発
見
さ
れ
、

世
に
出
版
さ
れ
て
、
ま
た
た
く
間
に
多
く
の
人
々
に
み
す
ゞ
の
詩
が
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
縁
と
な
っ
て
、
娘
ふ
さ
え
は
自

分
の
三
歳
時
の
言
葉
を
記
し
て
く
れ
た
母
の
『
南
京
玉
』
を
見
つ
め
直
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
さ
え
は
『
南
京
玉
』
の
中
に
「
ブ
ウ
チ
ャ
ン

モ
象
ガ
ホ
シ
イ
ネ
、
オ
カ
ァ
チ
ャ
ン
ト
、
ブ
ウ
チ
ャ
ン
ト
、
象
ニ
ノ
ッ
テ
ユ
ク
ネ
、
ア
シ
タ
」
と
自
分
の
言
葉
が
記
録
し
て
あ
る
の
を
再

発
見
し
て
、
母
親
の
深
い
愛
情
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。『
南
京
玉
』
を
書
き
綴
っ
た
母
み
す
ゞ
の
気
持
ち
は
、
娘
へ
の
限
り
な
い

愛
情
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
、
ふ
さ
え
は
気
づ
い
た
。『
南
京
玉
』
は
、
母
み
す
ゞ
が
三
歳
の
娘
ふ
さ
え
の
一
挙
一
動
を
大
切
に
見
守
っ
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た
証
で
あ
っ
た
。
娘
ふ
さ
え
の
心
に
、
母
の
つ
づ
っ
た
『
南
京
玉
』
を
通
し
て
、
母
み
す
ゞ
の
愛
情
が
よ
み
が
え
り
、
母
の
愛
が
今
も
大

切
な
娘
の
心
に
生
き
て
い
る
。「
仏
さ
ま
」
と
な
っ
た
み
す
ゞ
は
娘
ふ
さ
え
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
知
っ
て
、
き
っ
と
喜
ん
で
い
る
に
ち
が
い

な
い
。

　

二
〇
一
二
年
年
八
月
二
十
三
日
、
広
島
で
開
催
さ
れ
た
『
没
後
八
十
年　

金
子
み
す
ゞ
～
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
』
の
展
示

会
で
、
上
村
ふ
さ
え
と
面
会
で
き
、
そ
う
し
た
母
へ
の
想
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
、『
金
子
み
す
　ゞ

南
京
玉
―
娘
ふ
さ

え
・
三
歳
の
言
葉
の
記
録
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）
の
本
に
、
上
村
ふ
さ
え
は
「
母
と
の
絆　

南
京
玉
」
と
直
筆
の
サ
イ
ン
を
書
い
て
く

れ
た
。
そ
の
言
葉
に
母
と
娘
の
死
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
確
か
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
金
子
み
す
ゞ
の
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し

１
、
幸
せ
と
さ
び
し
さ
と
の
同
居
―
「
大
漁
」「
お
魚
」

　

い
の
ち
あ
る
も
の
す
べ
て
は
、
死
の
悲
し
み
を
包
含
し
な
が
ら
、
生
の
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。
い
の
ち
の
尊
さ
を
守
る
心
は
、
一
つ
ひ

と
つ
の
い
の
ち
に
喜
び
と
悲
し
み
の
両
面
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と
こ
ろ
に
醸
成
さ
れ
る
。

　

い
つ
の
時
代
の
人
も
、
幸
せ
と
と
も
に
、
困
難
や
寂
し
さ
を
感
じ
て
生
き
て
い
る
。
童
謡
詩
人
、
金
子
み
す
ゞ
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

世
間
が
賑
わ
っ
て
い
る
そ
の
一
方
で
、
せ
つ
な
い
想
い
を
し
て
い
る
も
の
た
ち
が
い
る
。
金
子
み
す
ゞ
の
作
品
に
は
、
幸
せ
な
光
景
と
と

も
に
、「
か
わ
い
そ
う
」「
さ
み
し
い
」
と
い
っ
た
言
葉
が
同
時
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
み
す
ゞ
の
「
大
漁
」「
お
魚
」「
鯨
法
会
」
い

う
詩
は
、
す
べ
て
の
い
の
ち
あ
る
も
の
の
喜
び
と
悲
し
み
の
両
面
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
し
て
い
る
。

　
　
　

大
漁

朝
焼
小
焼
だ　

大
漁
だ　

大
羽
鰮
の
大
漁
だ
。
浜
は
ま
つ
り
の　

よ
う
だ
け
ど　

海
の
な
か
で
は　

何
万
の　

鰮
の
と
む
ら
い　

す

る
だ
ろ
う
。（『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
全
集
』
第
二
巻
一
二
～
一
三
頁
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）
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お
さ
か
な

海
の
お
魚
は
か
わ
い
そ
う
。
お
米
は
人
に
つ
く
ら
れ
る
、
牛
は
牧
場
で
飼
わ
れ
て
る
、
鯉
も
お
池
で
麩
を
貰
う
。

け
れ
ど
も
海
の
お
さ
か
な
は
、
な
ん
に
も
世
話
に
な
ら
な
い
し
、
い
た
ず
ら
一
つ
し
な
い
の
に
、
こ
う
し
て
私
に
食
べ
ら
れ
る
。

ほ
ん
と
に
魚
は
か
わ
い
そ
う
。（『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
全
集
』
第
一
巻
一
二
～
一
三
頁
）

　

金
子
み
す
ゞ
は
、
自
分
た
ち
の
喜
び
と
は
対
極
に
あ
る
他
者
の
悲
し
み
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。
幸
せ
を
喜
ん
で
い
る
人
の
す
ぐ
そ
ば
で
、

独
り
ぼ
っ
ち
で
悲
し
ん
で
い
る
も
の
た
ち
が
い
る
。
多
く
の
生
き
物
の
生
命
を
頂
い
て
、
私
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手

の
身
に
な
っ
て
、
自
分
自
身
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
詩
が
教
え
て
く
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
海
の
魚

は
か
わ
い
そ
う
」「
ほ
ん
と
に
魚
は
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
の
は
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
感
情
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
み
す
ゞ
は
魚
を
食
べ
な
か
っ
た
の
で
な
い
。
か
わ
い
そ
う
と
感
じ
つ
つ
「
私
に
食
べ
ら
れ
る
」
と
記

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
わ
い
そ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
生
命
に
感
謝
し
て
頂
く
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
魚
の
い
の
ち
の
尊
さ
が
あ
る
。
感
謝

し
て
頂
く
と
こ
ろ
、
そ
の
魚
の
い
の
ち
の
尊
さ
は
、
そ
の
魚
の
い
の
ち
を
力
に
し
て
生
き
る
私
の
い
の
ち
の
尊
さ
と
一
つ
に
な
る
。

２
．
鯨
の
追
悼
法
要
へ
の
ま
な
ざ
し
―
「
鯨
捕
り
」「
鯨
法
会
」

　

金
子
み
す
ゞ
の
生
ま
れ
育
っ
た
仙
崎
は
、
日
本
海
に
面
し
た
漁
師
町
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
は
日
本
有
数
の
捕

鯨
基
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
も
栄
え
、
文
化
や
物
産
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
捕
鯨
の
際
、
浜
辺
は
漁
師
た

ち
で
活
気
づ
く
と
と
も
に
、
鯨
の
血
で
沿
岸
は
赤
く
染
ま
っ
た
。
そ
の
捕
鯨
の
様
子
は
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
「
鯨
捕
り
」
に
も
こ
う
記
さ

れ
て
い
る
。

　

む
か
し
、
む
か
し
の
鯨
捕
り
、
こ
こ
の
こ
の
海
、
紫
津
が
浦
。
海
は
荒
海
、
時と

き季
は
冬
、
風
に
狂
う
は
雪
の
花
、
雪
と
飛
び
交
う

銛も
り

の
縄
。
岩
も
礫こ
い
しも

む
ら
さ
き
の
、
岸
さ
え
朱あ
け

に
染
む
と
い
う
。（『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
全
集
』
第
六
巻
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
）
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し
か
も
金
子
み
す
ゞ
は
、
そ
の
「
鯨
捕
り
」
の
詩
の
中
で
、

　
　
　

い
ま
は
鯨
は
も
う
寄
ら
ぬ
。
浦
は
貧び
ん
ぼ乏
に
な
り
ま
し
た
。（『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
全
集
』
第
六
巻
一
〇
五
頁
）

と
も
記
し
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
、
捕
鯨
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
南
の
海
に
向
か
う
鯨
の
お
腹
か
ら
は
胎

児
が
出
て
く
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
仙
崎
の
対
岸
に
あ
る
青
海
島
の
通
（
か
よ
い
）
に
は
、
浄
土
宗
の
向
岸
寺
が
あ
る
。
二
〇
一
一
年
、

そ
の
向
岸
寺
に
訪
問
し
た
。
古
く
江
戸
時
代
に
向
岸
寺
僧
侶
の
讃
誉
が
、
捕
獲
し
た
鯨
の
命
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
捕
鯨
に
よ
っ
て
助

け
ら
れ
な
か
っ
た
鯨
の
胎
児
の
追
弔
法
要
を
始
め
た
。

　

通
浦
で
は
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）、
向
岸
寺
第
五
世
譛
誉
上
人
は
五
一
歳
で
隠
居
し
、
清
月
庵
（
観
音
堂
）
を
営
み
、
捕
鯨

鯨
の
菩
提
を
と
も
ら
う
。
そ
れ
以
来
、
通
鯨
組
に
鯨
の
胎
児
を
弔
う
必
要
性
を
十
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
訴
え
る
。
元
禄
五
年
（
一

六
九
二
）
清
月
庵
に
「
鯨
墓
」
を
建
立
と
同
時
に
「
鯨
位
牌
」「
鯨
鯢
過
去
帳
」
を
作
成
し
、
清
月
庵
で
譛
誉
上
人
は
鯨
の
回
向
を

実
施
す
る
。
当
時
の
宗
教
界
で
は
人
間
以
外
絶
対
に
回
向
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。「
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
に
讃
誉
上
人

（
一
〇
六
歳
）
は
入
寂
し
、
浦
の
行
事
と
し
て
鯨
回
向
を
お
こ
な
う
」。
当
時
、
鯨
組
の
人
々
は
春
の
漁
が
終
え
た
頃
、
五
日
間
羽

織
袴
で
お
参
り
し
た
と
い
い
ま
す⑿
。

　

こ
の
よ
う
に
漁
で
捕
獲
し
た
鯨
た
ち
の
墓
が
一
六
九
二
年
か
ら
、
向
岸
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
。
向
岸
寺
に
は
、
鯨
の
位
牌
、
鯨
た
ち

の
鯨げ
い
げ
い鯢
群ぐ
ん
る
い類
過か
こ
ち
ょ
う

去
帳
が
あ
る
。
向
岸
寺
の
清
月
庵
に
は
、
母
鯨
（
鯢
）
の
胎
内
に
あ
っ
た
胎
児
七
十
数
頭
を
埋
葬
し
た
鯨
墓
が
あ
る
。
そ

の
清
月
案
の
鯨
墓
の
正
面
に
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
上
の
方
に
大
き
く
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
、「
業
尽
有
情　

雖
放
不
生　

故
宿
人
天　

同
証
仏
果
（
業
尽
き
し
有
情
放
つ
と
雖
も
生
ぜ
ず
、
故
に
人
天
に
宿
し
て
同
じ
く
仏
果
を
証
せ
し
め
ん
）」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
鯨

墓
の
横
に
設
置
さ
れ
て
い
る
『
国
指
定
史
跡　

青
海
島
鯨
墓
』（
山
口
県
長
門
市
教
育
委
員
会
）
の
解
説
を
参
照
し
、
そ
の
刻
文
の
意
を

う
か
が
う
と
、「
我
々
人
間
は
、
お
前
た
ち
鯨
の
胎
児
を
捕
る
つ
も
り
は
な
い
。
で
き
る
こ
と
な
ら
海
に
帰
し
て
や
り
た
い
。
し
か
し
、

海
に
放
っ
て
や
っ
て
も
と
う
て
い
生
き
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
鯨
と
し
て
生
命
は
母
鯨
と
共
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
子
鯨
よ
。
な
ら
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ば
ど
う
か
人
天
界
に
生
ま
れ
て
、
仏
の
功
徳
を
受
け
、
等
し
く
仏
と
成
っ
て
さ
と
り
に
い
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
る⒀
。
そ
う

し
た
捕
鯨
で
や
む
な
く
命
を
失
っ
た
鯨
を
追
悼
し
、
漁
師
た
ち
が
寺
院
に
集
ま
る
法
事
が
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。

　

浄
土
宗
の
向
岸
寺
で
始
め
ら
れ
た
「
鯨
回
向
」
と
い
う
鯨
の
追
弔
法
要
は
、
仙
崎
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
遍
照
寺
に
う
か
が
う
と
、
浄

土
真
宗
で
も
「
鯨
法
会
」
と
し
て
勤
修
さ
れ
た
と
い
う
。
金
子
み
す
ゞ
は
、
そ
れ
を
「
鯨
法
会
」
と
い
う
詩
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　

鯨く
じ
ら 

法ほ
う
え会

鯨
法
会
は
春
の
く
れ
、
海
に
飛と
び
う
お魚

採と

れ
る
こ
ろ
。
浜
の
お
寺
で
鳴
る
鐘
が
、
ゆ
れ
て
水み
の
も面

を
わ
た
る
と
き
、
村
の
漁
師
が
羽
織
着
て
、

浜
の
お
寺
へ
い
そ
ぐ
と
き
、
沖
で
鯨
の
子
が
ひ
と
り
、
そ
の
鳴
る
鐘
を
き
き
な
が
ら
、
死
ん
だ
父
さ
ま
、
母
さ
ま
を
、
こ
い
し
、
こ

い
し
と
泣
い
て
ま
す
。
海
の
お
も
て
を
、
鐘
の
音
は
、
海
の
ど
こ
ま
で
、
ひ
び
く
や
ら
。（『
金
子
み
す
ゞ
童
話
全
集
』
第
六
巻
一
二

八
～
一
二
九
頁
）

　

浜
に
近
い
お
寺
に
、
捕
鯨
で
死
ん
だ
鯨
の
父
と
母
を
偲
び
、
村
の
漁
師
た
ち
が
羽
織
袴
で
お
参
り
に
で
か
け
る
。
お
寺
の
鐘
の
音
が
海

に
響
く
。
そ
の
海
の
沖
で
は
、
ひ
と
り
遺
さ
れ
た
子
鯨
が
父
と
母
を
慕
っ
て
泣
い
て
い
る
。
ゴ
ー
ン
と
な
る
お
寺
の
鐘
の
声
が
人
間
の
住

む
町
だ
け
で
な
く
、
子
鯨
の
住
む
海
に
ま
で
遠
く
こ
だ
ま
し
て
い
く
。
捕
鯨
と
い
う
漁
業
は
、
仙
崎
の
人
々
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
生
業

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
漁
師
た
ち
が
お
寺
に
集
い
、
僧
侶
と
と
も
に
仏
に
手
を
合
わ
せ
、
漁
獲
し
た
鯨
の
命
を
弔
い
、
遺
さ
れ
た
子
供
の
鯨

の
悲
し
み
を
忘
れ
な
い
で
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か
も
矢
崎
節
夫
著
『
み
す
ゞ
ざ
ん
の
う
れ
し
い
ま
な
ざ
し
』
を
読
ん
で
、「
鯨

法
会
」
に
関
す
る
新
し
い
事
実
を
知
っ
た
。

　

じ
つ
は
、
み
す
ゞ
さ
ん
の
故
郷
の
長
門
市
を
訪
ね
て
二
十
六
年
も
た
つ
の
に
、
鯨
の
過
去
帳
は
捕
鯨
を
し
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、

も
う
終
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
新
し
い
過
去
帳
に
今
も
鯨
の
戒
名
が
書

き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。
こ
の
地
区
に
は
時
ど
き
、
鯨
が
岸
に
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
り
、
魚
の
網
に
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
鯨
に
戒
名
を
つ
け
、
供
養
し
、
過
去
帳
に
書
き
加
え
る
と
い
う
人
と
鯨
の
法
縁
が
、
三
百
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年
以
上
も
の
時
を
超
え
て
、
今
も
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
…
中
略
…
今
年
も
み
す
ゞ
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
の
お
寺
で
は
、
春
の
く

れ
に
、“
鯨
法
会
”“
鯨
回
向
”
と
呼
ば
れ
る
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
静
か
に
浜
に
た
っ
て
、
鰮
の
い
の
ち
に
佇
ん

だ
一
人
の
少
女
の
ま
な
ざ
し
は
、
今
も
こ
の
地
に
生
き
て
い
る
の
で
す⒁
。

　

江
戸
時
代
以
降
始
め
ら
れ
た
鯨
回
向
、
鯨
法
会
は
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
捕
鯨
を
し
な
く
な
っ
た
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。
亡
く

な
っ
た
鰮
や
鯨
た
ち
に
、
今
も
変
わ
り
な
く
手
を
合
わ
せ
て
弔
い
感
謝
す
る
仙
崎
の
人
々
の
姿
は
実
に
尊
い
。

四
、
み
す
ゞ
を
育
ん
だ
仏
教
的
な
環
境
と
み
す
ゞ
の
童
謡
「
報
恩
講
」「
お
仏
壇
」

１
、
み
す
ゞ
を
育
ん
だ
仏
教
的
な
環
境

　

金
子
み
す
ゞ
の
生
ま
れ
育
っ
た
仙
崎
の
中
心
街
、
み
す
ゞ
通
り
に
は
、
金
子
文
英
堂
が
あ
り
、
遍
照
寺
、
浄
岸
寺
、
西
覚
寺
、
極
楽
寺
、

普
門
寺
な
ど
寺
院
が
立
ち
並
ぶ
。
各
寺
院
の
境
内
に
は
墓
が
あ
り
、
街
の
人
々
は
、
毎
朝
お
寺
に
行
き
、
墓
参
り
を
し
て
か
ら
、
仕
事
に

向
か
う
と
い
う
。
上
山
大
峻
の
研
究
に
よ
れ
ば⒂
、
山
口
県
の
日
本
海
側
の
阿
武
郡
、
大
津
郡
一
帯
を
北
浦
地
方
と
呼
び
、
本
願
寺
第
八
代

門
主
の
蓮
如
（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
）
の
頃
に
、
浄
土
真
宗
の
念
仏
の
教
え
が
北
浦
地
方
に
伝
わ
り
、
現
在
も
、
長
門
市
仙
崎
の
仏
教

寺
院
に
は
、
浄
土
宗
の
極
楽
寺
、
西
円
寺
、
円
究
寺
、
法
華
宗
の
普
門
寺
と
並
ん
で
、
浄
土
真
宗
の
清
月
寺
、
遍
照
寺
、
清
福
寺
、
西
覚

寺
、
浄
岸
寺
が
あ
る
。
そ
の
浄
土
真
宗
の
生
命
観
と
そ
の
生
活
に
つ
い
て
、
上
山
大
峻
は
こ
う
論
じ
て
い
る
。

　

親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
（
一
月
十
六
日
）
で
あ
る
毎
月
十
六
日
や
、
父
母
の
命
日
に
は
、
生
き
物
の
生
命
を
と
る
こ
と
を
慎
ん
で
、

食
事
を
「
精
進
」
に
す
る
し
き
た
り
を
ず
っ
と
守
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
特
に
漁
村
で
は
そ
う
で
し
た
。
…
中
略
…
金
子
み
す
ゞ
の

詩
の
底
流
に
あ
っ
て
、
そ
の
魅
力
に
な
っ
て
い
る
「
さ
び
し
い
」「
か
な
し
い
」
と
い
う
思
い
は
、
名
も
な
い
生
命
へ
の
か
ぎ
り
な

い
愛
情
と
、
そ
の
生
命
を
捕
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
の
業
の
深
さ
に
気
づ
い
た
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
悲
し
み

に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す⒃
。
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人
間
は
、
他
の
生
き
物
の
命
を
自
分
が
頂
い
て
生
き
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
生
き
物
た
ち
の
命
へ
の
慈
し
み
と
悲
し
み
を
忘
れ
な
い
。
こ

う
し
た
仏
教
の
生
命
観
と
慈
し
み
が
、
金
子
み
す
ゞ
の
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
を
育
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。『
歎
異
抄
』
第
五
章
に
、「
一

切
の
有
情
は
み
な
も
て
世
々
生
々
の
父
母
兄
弟
な
り
。
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
、
こ
の
順
次
生
に
仏
に
成
り
て
た
す
け
候
ふ
べ
き
な
り
」

（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
巻
一
〇
五
六
頁
、
本
願
寺
出
版
社
）
と
記
さ
れ
て
い
る
生
命
観
は
、
そ
う
し
た
親
鸞
の
命
あ
る
も
の
す
べ

て
へ
の
慈
し
み
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
荘
匡
義
の
研
究
に
よ
る
と⒄
、
仙
崎
の
周
辺
で
は
、
安
永
八
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
、
青
海

島
の
大
日
比
に
あ
る
西
円
寺
で
小
児
念
仏
会
が
開
か
れ
、
そ
の
小
児
念
仏
会
で
は
、
毎
月
五
日
に
、
寺
院
に
子
供
を
集
め
て
、
法
話
や
昔

話
を
聞
か
せ
て
、
仏
前
に
供
え
た
お
菓
子
を
配
り
、
念
仏
を
共
に
称
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う⒅
。
こ
う
し
た
日
曜
学
校
が
、
み
す
ゞ
の

育
っ
た
頃
も
、
仙
崎
の
各
寺
院
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
う⒆
。
仏
教
の
香
り
が
仙
崎
の
人
々
の
生
活

に
し
み
こ
ん
で
い
る
。
町
の
人
々
は
す
れ
違
う
と
、
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ
す
。
金
子
み
す
ゞ
の
墓
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
遍
照
寺
の
境

内
に
あ
る
。
ま
た
金
子
み
す
ゞ
を
慕
っ
て
い
た
弟
、
正
祐
の
遺
骨
も
み
す
ゞ
と
同
じ
墓
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ

の
生
涯
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
大
島
ヒ
デ
の
回
想
に
よ
る
と⒇
、
み
す
ゞ
の
家
の
二
階
の
部
屋
を
借
り
て
、
三
隅
の
西
福
寺
の
和
道
實
先
生

を
中
心
に
、
大
島
ヒ
デ
ら
六
人
が
、『
歎
異
抄
』
を
読
ん
だ
り
、
法
話
を
聞
い
た
り
し
て
い
た
。
祖
母
ウ
メ
も
母
ミ
チ
も
一
緒
に
聞
き
、

小
学
生
の
み
す
ゞ
（
テ
ル
）
も
聞
い
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

２
．
み
す
ゞ
の
童
謡
「
報
恩
講
」「
お
仏
壇
」
の
意
義

　

金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
は
、「
お
墓
」「
お
仏
壇
」「
仏
さ
ま
」
に
関
わ
る
歌
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　

報
恩
講

　

「
お
番
」
の
晩
は
雪
の
こ
ろ
、
雪
は
な
く
て
も
暗や
み

の
こ
ろ
。
く
ら
い
夜
み
ち
を
お
寺
へ
つ
け
ば
、
と
て
も
大
き
な
蝋
燭
と
、
と
て

も
大
き
な
お
火
鉢
で
、
明
る
い
、
明
る
い
、
あ
た
た
か
い
。
大
人
は
し
っ
と
り
お
話
で
、
子
供
は
騒
い
じ
ゃ
叱
ら
れ
る
。
だ
け
ど
、
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明
る
く
に
ぎ
や
か
で
、
友
だ
ち
ゃ
み
ん
な
よ
っ
て
い
て
、
な
に
か
し
な
い
じ
ゃ
い
ら
れ
な
い
。
更
け
て
お
家
へ
か
え
っ
て
も
、
な
に

か
う
れ
し
い
、
ね
ら
れ
な
い
。「
お
番
」
の
晩
は
夜
な
か
で
も
、
か
ら
こ
ろ
足あ
し
だ駄
の
音
が
す
る
。（『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
全
集
』
第
四

巻
五
六
～
五
七
頁
）

　
　
　

お
仏
壇

お
背せ

ど戸
で
も
い
だ
橙
だ
い
だ
いも

、
町
の
み
や
げ
の
花は
な

菓が

し子
も
、
仏
さ
ま
の
を
あ
げ
な
け
り
ゃ
、
私
た
ち
に
は
と
れ
な
い
の
。

だ
け
ど
、
や
さ
し
い
仏
さ
ま
、
じ
き
に
み
ん
な
に
下
さ
る
の
。
だ
か
ら
私
は
て
い
ね
い
に
、
両
手
か
さ
ね
て
い
た
だ
く
の
。

家う
ち

に
ゃ
お
庭
は
な
い
け
れ
ど
、
お
仏
壇
に
は
い
つ
だ
っ
て
、
き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
る
の
。
そ
れ
で
う
ち
中
あ
か
る
い
の
。

そ
し
て
や
さ
し
い
仏
さ
ま
、
そ
れ
も
私
に
く
だ
さ
る
の
。
だ
け
ど
こ
ぼ
れ
た
花
び
ら
を
、
踏
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
の
。

朝
と
晩
と
に
お
ば
あ
さ
ま
、
い
つ
も
お
灯あ
か
り明

あ
げ
る
の
よ
。
な
か
は
す
っ
か
り
黄き

ん金
だ
か
ら
、
御ご
て
ん殿

の
よ
う
に
、
か
が
や
く
の
。

朝
と
晩
と
に
忘
れ
ず
に
、
私
も
お
礼
を
あ
げ
る
の
よ
。
そ
し
て
そ
の
と
き
思
う
の
よ
、
い
ち
ん
ち
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
。

忘
れ
て
い
て
も
、
仏
さ
ま
、
い
つ
も
み
て
い
て
く
だ
さ
る
の
。
だ
か
ら
、
私
は
そ
う
い
う
の
、「
あ
り
が
と
、
あ
り
が
と
、
仏
さ
ま
。」

黄き

ん金
の
御
殿
の
よ
う
だ
け
ど
、
こ
れ
は
、
ち
い
さ
な
御ご
も
ん門

な
の
。
い
つ
も
私
が
い
い
子
な
ら
、
い
つ
か
通
っ
て
ゆ
け
る
の
よ
。

（『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
全
集
』
第
四
巻
一
三
二
～
一
三
五
頁
）

　

金
子
み
す
ゞ
の
家
の
「
お
仏
壇
」
に
つ
い
て
、『
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』
に
は
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　

天
窓
の
つ
い
た
三
畳
の
部
屋
と
、
六
畳
の
奥
座
敷
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
祖
母
ウ
メ
と
母
ミ
チ
が
寝
起
き
し
、
家
族
四
人
の
楽
し
い

食
事
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
部
屋
に
は
仏
壇
が
あ
っ
た
。
仏
壇
に
は
毎
朝
ご
飯
が
供
え
ら
れ
、
朝
と
晩
に
は
必
ず
お
灯
明
が
あ

が
っ
た
。
祖
母
ウ
メ
や
母
ミ
チ
が
折
に
触
れ
手
を
合
わ
せ
る
姿
を
見
て
、
幼
い
頃
か
ら
テ
ル
も
堅
助
も
よ
く
手
を
合
わ
せ
た
。
テ
ル

に
と
っ
て
仏
壇
は
、
亡
く
な
っ
た
父
庄
之
助
に
会
え
る
魔
法
の
場
所
で
あ
り
、
見
え
な
い
け
れ
ど
、
い
る
、
存
在
を
感
じ
る
場
所
で

あ
っ
た㉑
。
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「
仏
さ
ま
」
に
手
を
合
わ
せ
、
亡
き
父
を
偲
び
、
自
分
と
向
き
合
う
。「
お
仏
壇
」
の
「
仏
さ
ま
」
に
お
菓
子
を
供
え
て
か
ら
、
お
下

が
り
の
お
菓
子
を
い
た
だ
く
。
こ
の
詩
の
中
で
、「
お
背
戸
」、
す
な
わ
ち
、
庭
の
裏
口
で
と
っ
た
「
橙
」
を
供
え
て
い
る
と
書
か
れ
て
い

る
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
山
口
県
の
住
職
に
尋
ね
、
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と㉒
、
仙
崎
の
方
言
で
「
ナ
ツ
ミ
カ
ン
（
夏

蜜
柑
）」
は
も
と
は
「
橙
（
だ
い
だ
い
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
学
ん
だ
。
し
か
も
、
橙
、
す
な
わ
ち
、
夏
み
か
ん
の
外
皮
も
そ
の
ま

ま
砂
糖
漬
け
に
し
て
細
く
切
っ
て
お
菓
子
を
作
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
貧
し
い
生
活
を
凌
ぐ
柑
橘
類
の
貴
重
な
食
べ
物
で
も
あ
っ
た
。

実
際
に
そ
の
夏
み
か
ん
の
外
皮
の
砂
糖
漬
け
を
い
た
だ
く
と
、
橙
の
香
り
が
し
て
甘
く
て
お
い
し
い
。

　

み
す
ゞ
は
「
お
仏
壇
」
に
手
を
合
わ
せ
る
と
、
忙
し
く
て
「
仏
さ
ま
」
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。
だ
か
ら
忘
れ
て
い
る
自

分
を
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
る
「
仏
さ
ま
」
に
感
謝
す
る
。
彼
女
は
日
常
生
活
の
た
だ
中
で
、「
お
仏
壇
」
に
手
を
合
わ
せ
、
日
常
を
超

え
た
聖
な
る
ひ
と
と
き
を
朝
夕
に
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
み
す
ゞ
に
と
っ
て
「
お
仏
壇
」
は
、
お
菓
子
を
供
え
、「
き
れ
い
な

花
」
が
咲
き
、
灯
明
を
捧
げ
て
、
家
族
と
と
も
に
手
を
合
わ
せ
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
に
向
き
合
え
る
居
場
所
で
あ
っ
た
。
み
す
ゞ
に

と
っ
て
、
献
花
、
献
灯
さ
れ
た
「
お
仏
壇
」
は
、「
黄
金
の
御
殿
」
の
よ
う
に
光
り
輝
き
、
極
楽
に
通
じ
る
「
御
門
」
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
「
仏
さ
ま
」
の
明
る
さ
と
ぬ
く
も
り
は
、
み
す
ゞ
の
心
の
休
ま
る
依
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
お
仏
壇
」
の
詩
を
通
し
て
よ
く

わ
か
る
。

註⑴　

鍋
島
直
樹
・
玉
木
興
慈
・
井
上
善
幸
編
『
地
球
と
人
間
の
つ
な
が
り　

仏
教
の
共
生
観
』
所
収
、
矢
崎
節
夫
「
あ
な
た
は
あ
な
た
で
い
い
の

―
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
う
れ
し
い
ま
な
ざ
し
」
五
五
～
八
八
頁
、
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
事
業 

龍
谷
大
学
人
間･

科
学･

宗
教
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年

⑵　

矢
崎
節
夫
著
『
童
謡
詩
人 

金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』、「
金
子
み
す
ゞ
年
譜
」
三
五
二
～
三
五
四
頁
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、
一
九
九
三
年

⑶　

矢
崎
節
夫
編
『
没
後
８
０
年
金
子
み
す
　ゞ

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。』
一
五
～
一
七
頁
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年



龍
谷
大
学
論
集

一
八

⑷　

矢
崎
節
夫
『
童
謡
詩
人 

金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』
一
三
〇
頁
、
正
祐
の
日
記
と
回
想
に
基
づ
い
て
い
る
。

⑸　

前
掲
書
二
三
一
頁

⑹　

前
掲
書
二
三
二
頁

⑺　

前
掲
書
三
二
八
頁

⑻　

前
掲
書
三
二
九
頁

⑼　

前
掲
書
三
二
九
頁

⑽　

上
村
ふ
さ
え
「
母
と
の
絆
『
南
京
玉
』」、
金
子
み
す
ゞ
『
南
京
玉　

娘
ふ
さ
え
・
三
歳
の
言
葉
の
記
録
』
一
六
四
～
一
六
七
頁
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ

出
版
局
、
二
〇
一
一
年

⑾ 

『
没
後
８
０
年
金
子
み
す
　ゞ

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。』
一
二
〇
頁
。
鍋
島
直
樹
・
古
荘
匡
義
編
『
金
子
み
す
　ゞ

い
の
ち
へ
の

ま
な
ざ
し
ー
「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」』
五
頁
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
事
業 

龍
谷
大
学
人
間･

科
学･

宗
教
オ
ー
プ
ン
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年

⑿ 

「
鯨
回
向
」、『
古
式
捕
鯨
の
里
通
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、http://m

em
ber.hot-cha.tv/

~htc09819/ekou.htm
l　

二
〇
二
〇
年
九
月
六
日
閲

覧
⒀　

矢
崎
節
夫
監
修
『
幻
の
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ず
の
世
界
展 

図
録
』、
三
八
～
四
〇
頁
。
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、
一
九
九
九
年

⒁　

矢
崎
節
夫
著
『
み
す
ゞ
さ
ん
の
う
れ
し
い
ま
な
ざ
し
』
一
五
八
～
一
五
九
頁
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年

⒂　

上
山
大
峻
「
北
浦
の
仏
教
風
土
」
一
二
二
頁
、
矢
崎
節
夫
監
修
『
童
謡
詩
人　

金
子
み
す
　ゞ

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
宇
宙
』
所
収
、
二
〇
〇

五
年
、
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

⒃　

前
掲
書
一
二
二
頁

⒄　

古
荘
匡
義
「
金
子
み
す
ゞ
の
生
命
観
と
大
正
生
命
主
義
」
五
三
頁
、
鍋
島
直
樹
・
古
荘
匡
義
編
『
金
子
み
す
　ゞ

い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し　

「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」』、
龍
谷
大
学
人
間･

科
学･

宗
教
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年

⒅ 

『
童
謡
詩
人 

金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
』
四
二
頁
、「
こ
の
小
児
念
仏
会
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ン
に
よ
っ
て
、
世
界
最
古

の
日
曜
学
校
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⒆　

前
掲
書
四
二
頁



金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
と
童
謡
に
み
る
仏
教
生
命
観

金金（
鍋
島
）

一
九

⒇　

前
掲
書
八
四
頁

㉑　

前
掲
書
五
八
～
六
〇
頁

㉒　

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み
す
ゞ
さ
ん
の
こ
と
ば
の
森
・
４
」、https://w

w
w
.city.nagato.yam

aguchi.jp/site/
m
isuzu/20073.htm

l　

二
〇
二
〇
年
九
月
十
八
日
閲
覧

キ
ー
ワ
ー
ド　

金
子
み
す
　ゞ

死
生
観　

自
殺　

『
南
京
玉
』　

大
漁　

鯨
法
会　

お
仏
壇


